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工学修士（建築計画学）

倉敷市生まれ。
大分大学大学院工学研究科（建築計画
学）修了。世界最大級の設計事務所「日建
設計」大阪本社設計部でキャリアを積み、
故郷の岡山で独立。以後、家業の小野瓦
工業所と協業しながら25年に渡り、独自
の視点で古民家再生に取り組む。現在
までに100棟以上の実績がある。
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株式会社

小野コーポレーション
小野明一級建築士事務所

家業の瓦業と設計力の融合
木造建築の奥深さを極める

建築家・小野明には幼い頃の忘れられない思い出がある。

家業として瓦業を営む父、台風の際には顧客から連絡があると

夜中でもすぐに出かけて行ったそうだ。

「子ども心に無事に帰って来てほしいと思いました」

と小野は当時を振り返る。

そんな父の姿を見て育ったためか、建築家として『日建設計』で

働くようになっても妥協を許さない、顧客本位の精神が

自然に継承されていたという。「思えば瓦業と設計、やることは違えど、

仕事への熱量は同じでしたね」と小野は語る。

『日建設計』の7年間では、基本となる知識、技術、

交渉力、プレゼン力を高いレベルで習得することが

できたという小野。しかしながら岡山に戻って

木造建築を手がけるようになってから壁にぶち当たった。

「誤解を恐れずに言えば、木造建築は簡単だと思っていました。

こんな図面で建てられるのかと。ところが実際にやってみると

やればやるほど奥が深い。何百年と継承されてきた技術、

『木造建築とは大工の技術の結晶』なのだと気づかされました」。

古民家再生に取り組んで早25年。現在、小野コーポレーションは

古い瓦の葺替え（小野瓦工業所）との両輪で事業を展開。

仕事はすべて元請け、職人は自社の正社員という

スタイルを貫き、高い専門性で施主からの信頼も厚い。

「コスト高になりがちな古民家再生が費用的に考慮できるのも

小野瓦工業所との協業体制によるメリットです」と小野。

高い設計力と施工力の融合。次号は施工例を紹介したい。建築家・小野明が培ってきた設計力をベー

スに、モダンからクラシック、古民家再生ま

で幅広いニーズに対応。施主が描く理想の

イメージをカタチにしています。

新築から
古民家再生まで


